
◀◀◀保健だより

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表 肝
炎
治
療
費
の
助
成

◦�
対
象
＝
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
（
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
治
療
）
が

保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
か
た
。

※
診
断
書
を
も
と
に
県
肝
炎
治
療

認
定
審
査
会
の
審
査
を
経
て
認

定
さ
れ
た
か
た
に
、
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
１
万
円
・
３
万
円
・

５
万
円
の
限
度
額
を
超
え
た
分

を
助
成
。

◦�

助
成
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
～

平
成
27
年
３
月
末

※
同
一
患
者
に
つ
き
１
か
年
を
限

度
に
助
成
。申
請
書
は
保
健
所

お
よ
び
市
の
窓
口
に
設
置
。

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
無
料
検
査

（
平
成 

 

年
度
の
み
実
施
）

◦�

対
象
＝
希
望
者

※
過
去
に
検
査
を
受
け
た
か
た
な

ど
は
除
く

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
保
健
所

☎
（
44
）
７
９
５
６

小
児
科・内
科

夜
間
救
急
診
療

◦�

月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦�

土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日

　

�

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
師
会
医
療

セ
ン
タ
ー
☎
（
42
）
１
１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎
（
58
）
４
３
８
８

※原則として往診はしません。
※都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
※内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
※眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

月　日 曜日 病　院　名 診　療　科　目 電　　話 地　　区

6月 1日 日

原口内科消化器科 内科消化器科 ４６－２２３２ 国　　分
隼人クリニック 外科 ４３－５５１１ 隼　　人
おばた泌尿器・ひふ科 泌尿器皮膚科 ６２－７１００ 加治木町
河俣内科 内呼循環器科 ６７－８００５ 姶 良 町
霧島温泉クリニック 内科 ７８－２３３８ 牧　　園
椎原眼科医院 眼科 ４３－１０５０ 隼　　人
かわの小児科 小児科 ４２－８８６６ 隼　　人

6月 8日 日

みみ・はな・のど　としクリニック 耳鼻咽喉科 ４６－４９８７ 国　　分
吉満内科クリニック 内科 ４２－８８８０ 隼　　人
松本外科胃腸科 外科胃腸科 ６３－１９１１ 加治木町
でぐち耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ６７－３３４２ 姶 良 町
ひらしまクリニック 胃腸科外科 ７４－２８００ 湧 水 町
青雲病院眼科 眼科 ６６－３０８０ 姶 良 町
すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８ 加治木町

6月 15日 日

田中内科消化器科 内消化器小児科 ４６－６１２３ 国　　分
山路クリニック 外科 ４３－２０３３ 隼　　人
西園耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 ６２－８７８７ 加治木町
ながた脳神経外科 脳神経外科 ６７－７５００ 姶 良 町
春田医院 内科外科胃腸科 ７６－００５３ 牧　　園
たかひろ眼科 眼科 ５５－６０００ 姶 良 町
なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１ 加治木町

6月 22日 日

国分なかむらクリニック 外科胃腸科 ４５－３３３３ 国　　分
森クリニック呼吸器科・内科 内科呼吸器科 ４２－８１１１ 隼　　人
港町クリニック 整形理学療法科 ６３－９７９１ 加治木町
前田皮膚科 皮膚科 ６５－１０１５ 姶 良 町
くりの後庵クリニック 内科 ７４－１５００ 湧 水 町
高倉眼科 眼科 ４７－７３００ 国　　分
きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７ 国　　分

6月 29日 日

鵜木医院 内科小児科 ４５－００１１ 国　　分
みつお産婦人科 産婦人科 ４４－９３３９ 隼　　人
佐藤医院 内科小児科 ５９－２６０７ 溝　　辺
荒武整形外科クリニック 整形外科 ６４－５１１１ 姶 良 町
林内科医院 内科小児科 ７５－２０４７ 湧 水 町
加治木白石眼科医院 眼科 ６３－１２００ 加治木町
あいら小児科 小児科 ６６－０１１５ 姶 良 町

月　日 曜日 薬　局　名 電　話 地　区

６月 1日 日
こすもす薬局 ６４－０３１１ 国　　　分
はやと第一薬局 ４３－６３６３ 隼　　　人

６月 8日 日
かりん薬局 ４ ８ － ５ ６ ７ ０ 国　　　分
あもりがわ薬局 ４４－９２１１ 隼　　　人

６月15日 日 国分ひろせ調剤薬局 ４６－９０８２ 国　　　分

６月22日 日

なのはな薬局 ４ ５－ ３ ３ ０ ５ 国　　　分
くにみ薬局隼人店 ６４－２６６２ 隼　　　人
ひまわり薬局 ４ ８－　５ ５ ２ ０ 国　　　分
いちご薬局 ５６－７５７７ 国　　　分

６月29日 日 ケーアイ調剤薬局溝辺店 ５９－１５５５ 溝　　辺
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●日時＝６月８日（日）午前11時～午後３時
●場所＝日当山温泉公園（隼人）
◦�鮎の塩焼き、鮎めしの試食、魚のつかみどり（小学生以下）、活

い

き鮎販
売、物産市、カヌー体験試乗ほか

※�活き鮎販売、鮎の塩焼き、鮎めしはなくなり次第終了。魚のつかみど
りはくつをはくこと。駐車場に限りがあります。公共交通機関をご利
用ください。ＪＡ姶良中央家畜市場よりシャトルバスを運行します。

◎問い合わせ先＝林務水産課水産グループ ☎（64）0938

市制３周年記念

第20回 鮎まつり

　　月の
お も な
イベント

6
8 日　鹿児島神宮御田植祭／時間：午前 11時～／場所：鹿児島神宮

◎問い合わせ先＝鹿児島神宮☎（42）0020

8 日　狭
さ

名
な

田
だ

の長
おさ

田
だ

／時間：午前 10時～／場所：霧島田口狭名田地区
◎問い合わせ先＝霧島神宮☎（57）0001

10 日　斎田御田植祭／時間：午前９時～／場所：霧島神宮
◎問い合わせ先＝霧島神宮☎（57）0001

鮎の塩焼きコーナーは大人気（写真は昨年の鮎まつり）
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manifesto

部
長
の
使
命
・

総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

部
長
の
使
命
・
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針
の
公
表
に
あ
た
っ
て

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
幹
部
職

員
が
自
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
政
策
目

標
、
経
営
方
針
を
『
部
長
の
使
命
、
総

合
支
所
長
の
経
営
方
針
』
と
し
て
公
表

し
、
市
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

公
表
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
年

目
標
が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
を
年
度

末
に
確
認
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
達
成
で
き
て
い
な
い
場

合
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
検
証
し
、

次
の
取
り
組
み
に
活い

か
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、『
部
長
の
使
命
、
総
合
支

所
長
の
経
営
方
針
』
に
よ
っ
て
組
織
と

し
て
目
指
す
べ
き
共
通
の
目
標
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
意
欲
や
改
革
意
欲
（
職
員
一
人

一
改
革
）
を
促
し
、
そ
れ
を
組
織
の
力

に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
『
部
長
の
使
命
、
総
合
支
所
長

の
経
営
方
針
』
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
多
く
の
か
た
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
霧
島
市
が
今
後
何
を

目
指
し
て
い
る
の
か
を
ご
理
解
い
た
だ

く
こ
と
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
評
価

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■
部
長　
南
田　

吉
文

■
政
策
目
標

生
活
環
境
部
は
、
市
役
所
の

窓
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
に

最
も
身
近
な
職
場
で
あ
る

こ
と
を
常
に
意
識
し
、
親
切
、

丁
寧
、
迅
速
、
そ
し
て
正
確

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
努
め
ま
す
。

■
生
活
環
境
部
の
課

生
活
環
境
部
長
の

使
命

■
部
長　
平
野　

貴
志

■
政
策
目
標

保
健
福
祉
部
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
健
康
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
体
制
・
子
育
て
環
境
の

充
実
、
生
き
が
い
健
康
づ
く

り
・
地
域
福
祉
の
推
進
」
を

重
点
目
標
に
定
め
、
必
要
な

医
療
や
保
健
・
福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
保
健
福
祉
部
の
課

保
健
福
祉
部
長
の

使
命

■
部
長　
萬
徳　

茂
樹

■
政
策
目
標

農
林
水
産
部
は
、
生
産
基
盤

の
整
備
を
は
じ
め
、
公
益

的
機
能
を
有
す
る
森
林
・
農

地
・
水
・
環
境
の
保
全
向
上
、

担
い
手
や
認
定
農
業
者
の

育
成
支
援
、
持
続
可
能
な
健

全
経
営
を
構
築
す
る
た
め

の
支
援
を
行
い
、
農
林
水
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
農
林
水
産
部
の
課

農
林
水
産
部
長
の

使
命

■
部
長　
長
崎　

薫

■
政
策
目
標

商
工
観
光
部
は
、
商
工
業
活

性
化
の
推
進
、
雇
用
増
大
を

図
る
た
め
の
積
極
的
な
企
業

誘
致
の
推
進
お
よ
び
恵
ま
れ

た
観
光
資
源
を
活い

か
し
た
特

色
あ
る
観
光
の
振
興
に
よ
り
、

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

■
商
工
観
光
部
の
課

商
工
観
光
部
長
の

使
命

■
部
長　
篠
原　

明
博

■
政
策
目
標

建
設
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や

地
域
連
携
道
路
な
ど
の
交

通
網
の
整
備
や
住
環
境
の

生
活
基
盤
整
備
な
ど
地
域

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
建
設
部
の
課

建
設
部
長
の
使
命

生
活
環
境
政
策
課

環
境
衛
生
課

市
民
課
（
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
コ

ア
・
よ
か
」

保
険
年
金
課　

隼
人
市
民
課

衛
生
施
設
課
（
敷
根
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
南
部
し
尿
処
理
場
、
国
分
斎

場
、
牧
園
・
横
川
地
区
し
尿
処
理
場
）

保
健
福
祉
政
策
課

生
活
福
祉
課　

児
童
福
祉
課

高
齢
・
障
害
福
祉
課

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
対
策
室

健
康
増
進
課　

隼
人
福
祉
課

３
養
護
老
人
ホ
ー
ム

12
公
立
保
育
所

す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー

農
林
水
産
政
策
課

農
政
畜
産
課

林
務
水
産
課

耕
地
課

商
工
観
光
政
策
課

企
業
振
興
課

観
光
課（
関
平
鉱
泉
販
売
所
含
む
）

建
設
政
策
課　

土
木
課

建
築
住
宅
課

建
築
指
導
課

都
市
整
備
課

区
画
整
理
課　

下
水
道
課

■
部
長　
今
村　

恭
一

■
政
策
目
標

総
務
部
は
、
本
庁
、
総
合
支

所
間
の
組
織
の
一
体
感
を

高
め
る
た
め
、
研
修
を
通
じ

て
職
員
の
資
質
向
上
、
意
識

改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
経

営
健
全
化
計
画
に
基
づ
き

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

安
心
・
安
全
な
快
適
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

■
総
務
部
の
課

総
務
部
長
の
使
命

■
部
長　
山
口　

剛

■
政
策
目
標

企
画
部
は
、
第
一
次
霧
島
市

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

計
画
の
進
行
管
理
を
適
正

に
行
う
と
と
も
に
、
予
算
編

成
、
行
政
評
価
が
連
動
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

■
企
画
部
の
課

企
画
部
長
の
使
命

企
画
政
策
課

行
政
改
革
推
進
課

共
生
協
働
推
進
課

情
報
政
策
課

※
今
回
公
表
す
る
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８

総
務
課　

安
心
安
全
課

秘
書
課　

広
報
広
聴
課

管
財
課　

財
政
課

税
務
課　

収
納
課

隼
人
地
域
振
興
課
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◀◀◀manifesto

■
支
所
長　
境
田　

秀
紀

■
経
営
方
針

溝
辺
総
合
支
所
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
「
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
」
の
実
践
と
、
明
る
く
活

気
あ
る
職
場
を
つ
く
り
、
自

然
を
活い

か
し
環
境
を
守
る
地

域
づ
く
り
、
安
心
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
働
き

や
す
く
住
み
や
す
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
溝
辺
総
合
支
所
の
課

溝
辺
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
部
長　
大
井　

正

■
政
策
目
標

工
事
監
査
部
は
、
公
正
で
透

明
性
お
よ
び
競
争
性
の
高
い

入
札
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、

価
格
競
争
か
ら
機
能
品
質
と

も
に
総
合
的
に
優
れ
た
公
共

工
事
の
調
達
の
で
き
る
新
し

い
入
札
制
度
へ
の
改
善
と
コ

ス
ト
縮
減
に
努
め
ま
す
。

■
工
事
監
査
部
の
課

工
事
監
査
部
長
の

使
命

■
部
長　
東　

邦
雄

■
政
策
目
標

会
計
管
理
部
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
た
が
納
付
さ
れ
た

各
種
税
金
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
霧
島
市
の
す
べ
て

の
公
金
を
管
理
し
て
い
ま

す
の
で
、
安
全
・
確
実
か
つ

効
果
的
に
そ
の
管
理
・
運
用

に
努
め
ま
す
。

■
会
計
管
理
部
の
課

会
計
管
理
部
長
の

使
命

■
部
長　
迫
間　

勇

■
政
策
目
標

水
道
部
は
、
公
営
企
業
の
独

立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ

き
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給

に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
水
道

行
政
を
目
指
し
ま
す
。

■
水
道
部
の
課

水
道
部
長
の
使
命

■
部
長　
藤
田　

満

■
政
策
目
標

教
育
委
員
会
は
、｢

生
涯
学

習
社
会
の
充
実
と
あ
し
た

を
ひ
ら
く
心
豊
か
な
人
づ

く
り｣

を
基
本
目
標
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
企
業

な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
、
教

育
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
の
課

教
育
部
長
の
使
命

消
防
局
長
の
使
命

■
支
所
長　
福
盛　

安
美

■
経
営
方
針

福
山
総
合
支
所
は
、
福
山
地

区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

期
待
と
負
託
に
応こ

た

え
る
た
め
、

行
政
と
し
て
の
十
分
な
説
明

責
任
を
果
た
し
な
が
ら
公
正

公
平
に
、
開
か
れ
た
行
政
の

執
行
に
努
め
ま
す
。

■
福
山
総
合
支
所
の
課

福
山
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　
西　

秀
文

■
経
営
方
針

霧
島
総
合
支
所
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
た
め
、
知
識
で
は

な
く
、
知
恵
を
磨
き
迅
速
で

的
確
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
、
庁
舎
内
の
環
境
整
備
を

図
り
、
管
内
の
安
心
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

■
霧
島
総
合
支
所
の
課

霧
島
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　
川
野　

茂
樹

■
経
営
方
針

牧
園
総
合
支
所
は
、
地
域
課

題
で
あ
る
地
域
に
暮
ら
す

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
経
営
理
念
を｢

安
心
安

全
の
地
域
づ
く
り
と
市
民
満

足
度
を
高
め
る｣

と
し
行
政

経
営
を
進
め
ま
す
。

■
牧
園
総
合
支
所
の
課

牧
園
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　
福
原　

平

■
経
営
方
針

横
川
総
合
支
所
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
行
政

を
心
が
け
、
常
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
負
託
に
対
応
で
き
る

よ
う
職
員
の
資
質
向
上
に
努

め
、
市
民
参
加
に
よ
る
安
心

で
安
全
な
元
気
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
横
川
総
合
支
所
の
課

横
川
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

地
域
振
興
課

市
民
福
祉
課

産
業
振
興
課

建
設
課

地
域
振
興
課

市
民
福
祉
課

産
業
振
興
課

建
設
課

地
域
振
興
課

市
民
福
祉
課

産
業
振
興
課

建
設
課

地
域
振
興
課

市
民
福
祉
課

産
業
振
興
課

建
設
課

地
域
振
興
課

市
民
福
祉
課

産
業
振
興
課

建
設
課

牧
之
原
支
所

検
査
課

契
約
課

会
計
課

管
理
課

水
道
課

教
育
総
務
課　

学
校
教
育
課

保
健
体
育
課　

生
涯
学
習
課

文
化
振
興
課　

国
分
教
育
総

務
課　

各
出
張
所
の
教
育
振

興
課　

図
書
館
（
室
）

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

国
分
中
央
高
校

48
小
・
中
学
校　

６
幼
稚
園

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
局
長　
中
村　

昭

■
政
策
目
標

消
防
局
は
、
施
設
お
よ
び
人

員
を
最
大
限
活
用
し
、
市
民

の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産

を
火
災
か
ら
保
護
す
る
と

と
も
に
、
水
・
火
災
ま
た
は

地
震
な
ど
の
災
害
防
除
と

被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。

■
消
防
局
の
課

総
務
課

警
防
課

予
防
課

情
報
司
令
課

中
央
消
防
署

北
消
防
署

部長の使命・
総合支所長の経営方針

教
育
委
員
会

広報きりしま  �広報きりしま  �広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.5, Japan



◀◀◀市からのお知らせinformation

霧
島
市
に
と
っ
て
、
行
財
政
改
革
断
行
元
年
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

当
初
予
算
額
４
９
２
億
５
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、

◎一般会計

地方自治法第243条の３第１項と霧島市「財政事情」の作成及び
公表に関する条例の規定に基づき、平成19年10月１日から
平成20年３月31日までの財政事情について公表します。

平成19年度の
予算収支状況等を
お知らせします。

平成19年度の財政状況　（平成20年3月31日現在）

The budget income and expenditure situation.そ
の
後
、
新
規
事
業
の
追
加
や
事
務
事
業
費
の
確
定

な
ど
に
伴
う
補
正
予
算
額
31
億
２
、
６
０
４
万
円
の

追
加
を
行
い
、
最
終
予
算
額
は
、
５
２
３
億
７
、
６

０
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
予

算
現
額
に
対
す
る
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
の
収
支

状
況
は
、
歳
入
で
86
・
０
㌫
、
歳
出
で
83
・
９
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
財
政
構
造
は
、
税
な
ど
自
主
財
源
の
大
幅

な
増
収
が
見
込
め
な
い
う
え
、
地
方
交
付
税
の
縮
減

な
ど
に
よ
り
不
足
す
る
財
源
を
、
積
立
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
対
応
す
る
な
ど
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
回

避
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
堅
持
し
て

い
く
た
め
の
方
向
性
を
示
す
「
霧
島
市
経
営
健
全
化

計
画
」
や
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
「
霧

島
市
行
政
改
革
大
綱
」、「
霧
島
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

な
ど
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
経
営
健
全
化
計
画
の
達
成
に
向
け
、
自

主
財
源
や
新
た
な
収
入
の
積
極
的
な
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
投
資
的
経
費
や
事
務
経
費
の
抑
制
な
ど

徹
底
し
た
経
費
節
減
に
努
め
、「
市
民
総
親
和
」
の

も
と
「
美
し
い
霧
島
市
」「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
」

づ
く
り
を
目
指
し
、「
開
か
れ
た
市
政
」「
活
力
あ
る

市
政
」「
公
正
で
公
平
な
市
政
」
の
３
つ
の
基
本
姿

勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、
霧
島
市
政
の
健
全
経
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
公
表
を
通
じ
て
本
市
財
政
の
実
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
財
政
課
☎（
64
）０
９
１
７

歳　　　　入
区　　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 予算構成比 収入率
市 税 153 億 6,253 万円 150 億 6,509 万円 29.3% 98.1%

地方交付税 127 億 0,000 万円 143 億 4,373 万円 24.3% 112.9%

市 債 54 億 4,550 万円 800 万円 10.4% 0.1%

国庫支出金 52 億 4,070 万円 32億 5,682 万円 10.0% 62.1%

繰 越 金 29 億 434 万円 31億 4,249 万円 5.6% 108.2%

県 支 出 金 28 億 5,148 万円 19億 5,389 万円 5.4% 68.5%

使用料及び手数料 18 億 9,518 万円 18億 4,081 万円 3.6% 97.1%

そ の 他 59 億 7,631 万円 54億 1,322 万円 11.4% 90.6%

歳 入 合 計 523億 7,604 万円 450 億 2,405 万円 100.0% 86.0%

歳　　　　出
区　　　分 予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 135 億 5,199 万円 124 億 5,206 万円 25.9% 91.9%
総 務 費 97 億 6,308 万円 66億 2,082 万円 18.6% 67.8%

公 債 費 86 億 5,396 万円 86億 4,405 万円 16.5% 99.9%

教 育 費 66 億 894 万円 60億 1,419 万円 12.6% 91.0%

土 木 費 56 億 765 万円 33億 9,802 万円 10.7% 60.6%

衛 生 費 29 億 7,825 万円 24億 8,322 万円 5.7% 83.4%

農林水産業費 20 億 3,212 万円 14億 2,135 万円 3.9% 69.9%

そ の 他 31 億 8,005 万円 28億 8,747 万円 6.1% 90.8%

歳 出 合 計 523億 7,604 万円 439 億 2,118 万円 100.0% 83.9%

市税 地方交付税 市債 国庫支出金 繰越金 県支出金 使用料及び
手数料

その他
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市税 その他使用料
及び手数料

県支出金繰越金国庫支出金市債地方交付税
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民生費 衛生費土木費教育費公債費総務費 その他農林水産業費

◎特別会計

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

会　計　名 予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 145 億 8,429 万円 118 億 8,206 万円 81.5% 130 億 8,739 万円 89.7%

老 人 保 健 医 療 144 億 9,235 万円 132 億 1,079 万円 91.2% 129 億 9,870 万円 89.7%

介 護 保 険 80 億 5,720 万円 70億 5,301 万円 87.5% 64 億 113 万円 79.4%

交通災害共済事業 3,167 万円 2,208 万円 69.7% 2,429 万円 76.7%

下 水 道 事 業 17 億 5,985 万円 5億 5,666 万円 31.6% 12 億 3,820 万円 70.4%

温 泉 供 給 1 億 88 万円 9,917 万円 98.3% 4,963 万円 49.2%

◎財産の状況
区　分 現　在　高 一人当たり現在高

土　地
(うち市有林)

3,510 ㌶
(1,914 ㌶ )

0.027 ㌶
(0.015 ㌶ )

建　物 887,120 ㎡ 7㎡

基　金

130 億 1,556 万円 101,894 円

内　
　

訳

財政調整基金
35億 9,286 万円 28,127 円

減債基金
11億 6,477 万円 9,119 円

特定建設事業基金
12億 6,523 万円 9,905 円

その他基金
69億 9,270 万円 54,743 円

有価証券 3 億 6,423 万円 2,851 円

※財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、
　同日現在の住民基本台帳人口 127,736 人で除して算出したものです。

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金等で補てんしています。

会　計　名
収　　　益　　　的 資　　　本　　　的

収　　入 収入率 支　　出 執行率 収　　入 収入率 支　　出 執行率

水 道 事 業
予算額 17億 771 万円

101.7%
15 億 8,283 万円

87.3%
592 万円

184.8%
10 億 2,864 万円

64.6%
執行額 17億 3,681 万円 13億 8,182 万円 1,094 万円 6億 6,489 万円

簡易水道事業
予算額 4億 8,450 万円

100.3%
4億 6,868 万円

90.6%
1億 7,736 万円

100.0%
5億 9,640 万円

82.0%
執行額 4億 8,617 万円 4億 2,445 万円 1億 7,736 万円 4億 8,876 万円

工業用水道事業
予算額 678 万円

109.0%
678 万円

69.9%
—

—
53万円

11.3%
執行額 739 万円 474 万円 — 6万円

病 院 事 業
予算額 34億 3,379 万円

100.6%
34 億 2,031 万円

98.8%
—

—
1億 5,805 万円

95.5%
執行額 34億 5,405 万円 33億 7,855 万円 — 1億 5,096 万円

◎市税等の状況
科　　　　目 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

市 民 税 65 億 7,848 万円 63億 1,637 万円 96.0%

固 定 資 産 税 70 億 6,268 万円 69億 9,727 万円 99.1%

軽 自 動 車 税 2 億 6,650 万円 2億 7,247 万円 102.2%

市 た ば こ 税 7 億 4,000 万円 7億 6,811 万円 103.8%

特別土地保有税 1 万円 0円 0.0%

入 湯 税 1 億 1,008 万円 1億 1,076 万円 100.6%

都 市 計 画 税 6 億 478 万円 6億 11万円 99.2%

国民健康保険税 38 億 6,203 万円 33億 3,789 万円 86.4%

合　　　　計 192億 2,456 万円 184 億 298 万円 95.7%

◎市債の借入状況 （公営企業を除く）

借　　入　　先 借入金現在高 一人当たり現在高

財 政 融 資 等 344 億 8,637 万円 269,982 円

郵貯・簡保資金 123 億 4,854 万円 96,672 円

公営企業金融公庫 102 億 670 万円 79,905 円

市 中 銀 行 76 億 4,228 万円 59,829 円

そ の 他 85 億 2,555 万円 66,743 円

合　　　計 732億 944 万円 573,131 円
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き り し ま / か わ ら 版 �
Zoom up Kirishima 

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

パスポート（旅券）の申請・交付窓口が４月1日、市
民サービスセンター「コア・よか」に開設しました。今
後、霧島市民の皆さんのパスポートの発行は「コア・
よか」で取り扱います。

パスポート取り扱い窓口が開設

４月12日、向花小児童クラブ（国分）新施設の落成
式があり、関係者が完成を祝いました。市では今後
も、各地の児童クラブ施設の整備を進め、子どもたち
が安心して遊べる環境を整えていきます。

児童クラブを充実

日本で最初の国立公園に指定された霧島連山。そ
の夏山開きが４月13日、高千穂河原であり、登山客や
関係者約50人が集う中、シーズン中の安全を祈願し
神事などが行われました。

霧島連山での安全を祈る

４月９日、霧島市酪農振興会の設立総会が開催さ
れ、各地区にあった酪農組織を統合することになり
ました。今後はひとつの組織として、連携して酪農の
活性化を図っていきます。

霧島市の酪農がひとつに

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 04

Kirishima
topics 03

Kirishima
topics 05

Public accommodation introduction 公共施設紹介

国分キャンプ海水浴場
◎所在地：国分下井　　☎４５−１５５０

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫

東
九
州
自
動
車
道
国
分
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
あ
る
国

分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
は
、
約

７
０
０
㍍
続
く
砂
浜
と
松
林
が
あ

り
、
夏
に
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
は
、バ
ン
ガ
ロ
ー
や
売
店
、シ
ャ

ワ
ー
室
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
。
海

水
浴
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ン
プ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
思
う
存
分
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。今
年
も
国
分

キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
で
、
気
分
爽

快
な
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●
バ
ン
ガ
ロ
ー
予
約
受
付

　

６
月
１
日
（
日
）
は
現
地
の
み
、

６
月
３
日（
火
）以
降
は
電
話
で
も

予
約
で
き
ま
す
。

※
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎利用期間：７月〜８月（バンガローなどの予約は６月〜８月）
◎休日：７月〜８月は無休（６月は毎週月曜日が休み）
◎指定管理者：（財）霧島市しみん学習支援公社

NPO group introduction NPO団体紹介

精密機械設計・製作などを手がける株式会社西中
製作所（下村吉文代表取締役）が、木原・隼人工場に
次ぐ第３組立工場を国分湊の国道10号沿いに増設す
るにあたり、３月26日、霧島市と立地協定を結びまし
た。
今回の増設は液晶関連装置などの受注が増えたこ
とに対応するためで、今年７月末に操業予定。新規雇
用は20人。下村取締役は「少しでも地域雇用や産業発
展に寄与できれば」とあいさつしました。

㈱西中製作所と立地協定Kirishima
topics 01

ＮＰＯ法人

霧島自然ガイドクラブ
◎所在地＝霧島市牧園町高千穂３８７８番地１１４　☎６４−４７７７

◎多くのかたに霧島山と周辺の自然の素晴らしさを紹介することで自然への関心を
高めてもらい、霧島山を訪れるみんなで自然を守っていくことを目的に活動している。
◎代表者：山浦安生　◎設立：Ｈ15.9.4、ＮＰＯ法人格取得：Ｈ15.8.12

日
本
で
初
め
て
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
た
霧
島
は
、
素
晴
ら
し
い

景
観
と
豊
か
な
自
然
が
生
き
続
け

て
い
る
貴
重
な
財
産
で
す
。そ
の

魅
力
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
霧
島
自
然
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
は

発
足
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
、
霧
島
山

の
素
晴
ら
し
さ
を
ガ
イ
ド
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
清
掃
作
業
や
植
樹
、

霧
島
自
然
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
、

霧
島
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。

みんなですすめよう 共生・協働のまちづくり

◎案内図

国分 I.C.

国分キャンプ
海水浴場

国分上野原
テクノパーク

国分南小

国分南中

鹿児島湾

コンビニ

G.S. 国分 I.C.
入口10

10

220

472

敷根
保育園

国分
海浜公園
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告

●� �

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど

◦�

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

な
ど
（
請
求
者
が
被
用
者
〔
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
〕
で
あ
る
場

合
に
提
出
）

◦�

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
（
霧
島
市
に
平
成
20
年
１
月

１
日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

に
提
出
）

◦�

そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

児
童
家
庭
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）

０
９
９
１
、
隼
人
福
祉
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
福
祉
担
当
課

全
国
ご
み
不
法
投
棄

監
視
ウ
ィ
ー
ク

国
に
お
い
て
は
、
５
月
30
日

（
金
）
か
ら
６
月
５
日
（
木
）
ま

で
を
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視

ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
、
国
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み

の
不
法
投
棄
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

霧
島
市
で
も
こ
の
期
間
中
、
監

視
や
指
導･

啓
発
活
動
を
強
化
し

ま
す
の
で
、
市
民
・
事
業
者
の
皆

さ
ん
も
、
地
域
な
ど
で
監
視
活
動

や
清
掃
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※�

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
不
法
投

棄
を
し
た
場
合
、「
５
年
以
下

の
懲
役
、
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両

方
（
法
人
の
場
合
、
１
億
円
以

下
の
罰
金
）」が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生

課
廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
５
０

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
の
給
付

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診

券
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
で
、
在

宅
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障

が
あ
り
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付

を
必
要
と
す
る
か
た
に
、
車
い
す
、

特
殊
寝
台
な
ど
の
用
具
を
給
付
し

ま
す
。

た
だ
し
、
霧
島
市
に
居
住
し
、

か
つ
、
住
民
基
本
台
帳
（
外
国
人

登
録
票
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か

た
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど

ほ
か
の
給
付
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
か
た
に
な
り
ま
す
。

◦�

用
具
の
種
目
＝
便
器
・
特
殊

マ
ッ
ト
・
特
殊
便
器
・
特
殊
寝

台
・
歩
行
支
援
用
具
・
入
浴
補

助
用
具
・
特
殊
尿
器
・
体
位
変

換
器
・
車
い
す
（
電
動
以
外
）・

頭
部
保
護
帽
・
電
気
式
た
ん
吸

引
器
・
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
・
紫
外

線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
（
種
目
ご

と
に
条
件
が
あ
り
ま
す
）

◦���

費
用
負
担
＝
世
帯
の
収
入
状
況

に
応
じ
て
、
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
種
目
の
基
準
額

を
超
え
る
費
用
に
つ
い
て
も
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◦��

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝

・�

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生

活
用
具
給
付
申
請
書
（
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
）

・��

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

・�

所
得
税
な
ど
に
関
す
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

・��

用
具
の
見
積
書

・�

そ
の
ほ
か

※�

申
請
前
に
購
入
さ
れ
た
用
具
に

つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

☎
（
64
）
０
９
９
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
は

市
の
重
要
な
政
策
を
形
づ
く
る
過

程
で
、
そ
の
政
策
に
関
す
る
計
画

な
ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、
そ
の

き
る
関
わ
り
方
の
工
夫

・���

７
月
15
日
（
火
）
＝
困
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
の
仕
方
、幼
稚

園
な
ど
に
向
け
て
の
準
備
や
連

携
の
取
り
方
な
ど

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
保
健
セ
ン
タ
ー

◦�

申
込
方
法
＝
各
学
習
会
の
４
日

前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
資
料
の
準
備

の
た
め
）

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢･

障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
９
５

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届

の
提
出
期
間
で
す

児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現

在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

な
ど
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
給
者
の
か
た
に
は
、

５
月
末
に
「
現
況
届
」
の
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

６
月
定
例
市
議
会

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん

か
。（
午
前
10
時
開
会
）

◦�

６
月
２
日
（
月
）
＝
本
会
議
初

日
（
開
会
、
議
案
上
程
、
提
案

説
明
）

◦�

６
月
10
日（
火
）＝
本
会
議（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦���

６
月
11
日
（
水
）
～
13
日
（
金
）

＝
本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

６
月
26
日
（
木
）
＝
本
会
議
最

終
日
（
委
員
長
報
告
、
採
決
、

閉
会
）

日
程
・
開
会
時
間
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
会
議
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
録
画
放
送

さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局

☎
（
64
）
０
９
２
２

発
達
障
害
の
学
習
会

（
幼
児
期
向
け
）

◦�

対
象
者
＝
霧
島
市
民
で
幼
児
期

の
発
達
障
害
に
関
心
の
あ
る
か
た

・�

６
月
３
日
（
火
）
＝
発
達
障
害

を
知
ろ
う

・���

６
月
17
日
（
火
）
＝
家
庭
で
で

80120−66−5001
ロックアート三典株式会社

◆墓石・建築石材の設計・施工・販売を致します。◆

☎0995−57−5001　℻0995−57−5000
所在地／鹿児島県霧島市隼人町朝日１番地（霧島霊園内）

鹿児島神宮

内山田団地

鹿児島神宮
西側となり

ほ
か
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広

く
市
民
な
ど
か
ら
意
見
、
情
報
お

よ
び
専
門
的
な
知
識
を
求
め
、
こ

れ
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う

手
続
き
を
い
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

５
５

平
成
19
年
度
公
文
書
の

開
示
な
ど
の
状
況

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
の
、
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
く
請
求
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦�

実
施
機
関
の
処
理
状
況

（
情
報
公
開
条
例
）

そ
の
他
の
11
件
は
、
対
象
文
書

が
不
存
在
で
あ
っ
た
も
の
で
す
。

異
議
申
し
立
て
は
２
件
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦�

実
施
機
関
の
処
理
状
況

（
個
人
情
報
保
護
条
例
）

市
長
に
対
し
て
の
開
示
請
求
お

よ
び
こ
れ
に
対
す
る
異
議
申
し
立

て
が
１
件
あ
り
、
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
文
書

法
制
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

１
５

内
職
商
法
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
自
宅
で
簡
単
に
高
収
入
」「
好

き
な
時
間
に
好
き
な
だ
け
働
け

る
」
な
ど
を
う
た
い
文
句
に
し
た

内
職
の
勧
誘
が
広
告
媒
体
を
通
じ

て
よ
く
目
に
付
き
ま
す
。

（�

例
）
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業

「
登
録
料
は
い
ら
な
い
が
、
簡

単
な
テ
ス
ト
を
受
け
て
合
格
す

る
こ
と
が
前
提
。
そ
の
た
め
に

は
最
初
に
数
十
万
円
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
購
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
の

訓
練
を
受
け
れ
ば
短
期
間
で
誰

で
も
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
斡あ

っ

旋せ
ん

す
る
た
め
に
も
こ
の
ソ
フ
ト

は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
テ
ス
ト

合
格
ま
で
完
全
サ
ポ
ー
ト
す
る

し
、
合
格
後
も
あ
な
た
が
希
望

す
る
分
だ
け
仕
事
を
斡
旋
す

る
」
と
勧
誘
し
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
お
金
を

払
い
、
何
度
も
テ
ス
ト
を
受
け

る
が
合
格
出
来
ず
、
仕
事
に
あ

り
つ
け
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
例
が
あ
り
ま
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
６
４

石
綿
関
連
業
務
に
従
事
し
た

た
め
疾
病
に
か
か
っ
た
か
た

お
よ
び
死
亡
し
た
か
た
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

仕
事
で
石
綿
に
よ
る
疾
病
を
発

症
し
、
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前

に
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

で
、
労
災
保
険
法
の
遺
族
給
付
を

受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅

し
た
か
た
に
対
し
て
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
給
付
金
の
請
求
期
限

は
平
成
21
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
平
成
13
年
３
月
27
日
以

降
に
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺

族
に
は
遺
族
補
償
給
付
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
労
働
者
の
か
た
が
死

亡
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
５
年
経

過
す
る
と
時
効
に
よ
り
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
療
養
し
て
い
る
労

案　件　名 意 見 募 集 期 間 担当課・グループ
（平成20年４月１日現在の課名） 意見数 回　答

項目数
霧島市観光基本計画（案） 平成19年 4月18日～ 5月17日 観光課観光グループ 2 8
霧島市天降川等河川環境保全条例（案） 平成19年 9月10日～ 10月 9日 生活環境政策課政策グループ 4 12
霧島市生活環境美化条例（案）平成19年 9月10日～ 10月 9日 生活環境政策課政策グループ 4 11
霧島市総合計画基本構想（案）平成19年 9月11日～ 10月10日 企画政策課企画政策グループ 4 15
霧島市人権教育・啓発基本計画（案） 平成19年10月 1日～ 10月31日 市民課人権擁護推進グループ 0 0
霧島市食育推進計画（案） 平成19年12月17日～ 20年1月18日 農林水産政策課政策グループ 0 0
霧島市男女共同参画計画（案）平成20年 1月 7日～ 2月 6日 企画政策課男女共同参画推進グループ 4 6
霧島市地域情報化計画（案） 平成20年 1月15日～ 2月14日 情報政策課情報化推進グループ 3 7
霧島市環境基本計画（案） 平成20年 2月14日～ 3月 7日 生活環境政策課政策グループ 0 0

パブリックコメント一覧 平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日分

区　　分 請求
件数

処理状況
開示 不開示 部分開示 その他

市 長 37 10 2 15 10
消 防 局 長 0      
教 育 委 員 会 2 1 1
選 挙 管 理 委 員 会 0      
監 査 委 員 0        
農 業 委 員 会 0        
固定資産評価審査委員会 0        
公 平 委 員 会 0
議 会 5 5      

合　　計 44 15 2 16 11

広報きりしま  10広報きりしま  10広報きりしま  1011  Kirishima City Public Relations, 2008.5, Japan



◀◀◀市からのお知らせinformation

働
者
の
か
た
は
、
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
療
養
補
償
給
付
・
休
業
補

償
給
付
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働

局
労
災
補
償
課
☎
０
９
９
（
２

２
３
）
８
２
８
０
、
加
治
木

労
働
基
準
監
督
署
第
三
課
☎

（
63
）
２
０
３
５

夏
季
期
間
中

職
員
は
ク
ー
ル
ビ
ズ

市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
推
進
の
立
場
か
ら
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
抑
制
の
観
点
に
た
ち
、

市
役
所
の
室
内
温
度
を
28
度
に
設

定
し
、
併
せ
て
空
調
経
費
節
減
を

図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
の
服
装
の
軽

装
化
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
よ
る
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
着
用
）
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
５
月
～
10
月
（
５
月
と

10
月
は
移
行
期
間
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
人
事

給
与
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

１
５

米
の
生
産
調
整（
水
田
転
作
）

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
の
主
食
で
あ
る
米
は
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
適
正
に

保
ち
、
そ
の
取
引
価
格
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
生
産

調
整
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
各
農
家
の
生
産
調
整

目
標
は
、
水
稲
作
付
面
積
が
水
田

面
積
の
65
㌫
以
下（
転
作
率
35
㌫
）

で
す
。

（
例
）�

水
田
耕
作
面
積
３
、０
０

０
平
方
㍍
の
農
家
の
場
合

◦�
水
稲
作
付
目
標
は
１
、
９
５

０
平
方
㍍
（
３
、
０
０
０
平

方
㍍
×
65
㌫
）
以
下

◦�

生
産
調
整
目
標
は
１
、
０
５

０
平
方
㍍
（
３
、
０
０
０
平

方
㍍
×
35
㌫
）
以
上

生
産
調
整
方
針
へ
の
参
加
の
申

請
を
し
な
い
と
、
生
産
調
整
（
転

作
）を
し
て
も
国
か
ら
の
支
援（
転

作
助
成
金
）
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

生
産
調
整
に
協
力
い
た
だ
け
る

か
た
は
、
必
ず
生
産
調
整
方
針
作

成
者
（
農
協
な
ど
）
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
政
畜
産
課

農
政
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

１
０

林
野
火
災
の

予
防
に
つ
い
て

例
年
、
林
野
火
災
が
多
発
す
る

時
期
で
す
。
入
林
者
は
林
野
火
災

の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦�

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い

◦�

た
き
火
な
ど
の
場
所
を
離
れ
る

と
き
は
完
全
に
消
火
す
る

◦�

強
風
時
、
乾
燥
時
に
は
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

◦�

火
入
れ
の
際
は
必
ず
許
可
を
と
る

◦�

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
投
げ
捨
て
な
い

◦�

火
遊
び
を
し
な
い

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

３
８

霧
島
市
民
隼
人
温
水
プ
ー
ル

再
開改

修
工
事
の
た
め
、
長
い
間
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た

「
霧
島
市
民
隼
人
温
水
プ
ー
ル
」

を
５
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
再
開
し
ま
す
。

照
明
の
増
設
、
プ
ー
ル
内
の
塗

装
、
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
の
張
替
え
な

ど
改
修
し
、
使
い
や
す
い
施
設
と

な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健
体
育
課

☎
（
42
）
１
１
１
７

牧
園
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
各
種
会
議

や
食
品
加
工
（
味
噌
・
豆
腐
、
お

菓
子
な
ど
）
が
で
き
る
機
能
を
備

え
た
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◦�

施
設
＝
大
会
議
室
（
約
２
０
０

人
収
容
）、
小
会
議
室
、
研
修
室
、

加
工
室
（
作
り
方
な
ど
は
係
員

が
指
導
し
ま
す
）

◦�

利
用
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

10
時

◦�

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
、第
２
・

第
４
土
曜
日

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
牧
園
農
村
活

性
化
セ
ン
タ
ー
☎
（
54
）
５
６

１
１

国
分
地
区

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

国
分
地
区
体
育
指
導
委
員
主
催

に
よ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
～

◦�
場
所
＝
国
分
体
育
館

◦�
参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円　
　

（
チ
ー
ム
は
女
性
３
人
を
含
む

６
人
以
上
12
人
未
満
で
編
成
）

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
11
日
（
水
）

◦�

そ
の
他
＝
体
育
指
導
委
員
に
よ

る
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
規
則
を
適

用
◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人

庁
舎
保
健
体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
グ
ル
ー
プ
☎
（
42
）
１
１
１
７

放
送
大
学

 

月
生
徒
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
20
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

◎�

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３

８
１
１
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集

ふ
る
さ
と
霧
島
カ
ル
タ

「
絵
画
」
募
集
！

◦��

募
集
内
容
＝
ふ
る
さ
と
霧
島
カ

ル
タ
読
み
句
（
48
句
）
の
絵
札

に
使
用
す
る
「
絵
画
」（
読
み

句
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

◦�

注
意
事
項
＝

・�

絵
札
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

Ｂ
５
サ
イ
ズ
（
縦
書
き
）
に
画え

が

く
こ
と

・�

右
上
の
頭
文
字
は
絵
画
に
は
入

れ
な
い

・�

カ
ル
タ
の
絵
札
は
縮
小
す
る
の

で
、
人
物
な
ど
は
大
き
く
画
く

こ
と

◦�

応
募
条
件
＝

・��

霧
島
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
者
お
よ
び
出
身
者

・��

何
枚
で
も
応
募
で
き
る
。　
　

◦��

応
募
期
間
＝
６
月
２
日
（
月
）

～
８
月
１
日
（
金
）

◦�

応
募
方
法
＝

・��

児
童
、
生
徒
は
、
学
校
を
通
し

て
応
募
す
る
こ
と
。

・��

一
般
市
民
は
、
事
務
局
に
持
参

ま
た
は
送
付
す
る
こ
と
。

※�

応
募
の
際
、
裏
面
に
頭
文
字
、

題
材
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、年
齢
、勤
務
先
（
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
す
る
こ
と
。

◦�

賞
品
＝
表
彰
状
、
楯た

て

お
よ
び
カ

ル
タ
を
贈
呈　

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８

９
９―

４
３
９
４ 

国
分
中
央

三
丁
目
45
番
１
号　

総
務
課
市

民
運
動
推
進
室
（
霧
島
市
道

義
高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協

議
会
事
務
局
）
☎
（
64
）
０
９

１
５
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

city-
kirishim

a.jp

新
し
い
歩
道
橋
の
名
称
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
国
分
中
央
地
区
（
県
道

国
分
霧
島
線
上
）
に
平
成
20
年
度

中
の
完
成
を
目
標
に
（
仮
称
）
中

央
歩
道
橋
を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
歩
道
橋
が
皆
さ
ま

に
親
し
ん
で
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
歩
道
橋
の
『
名
称
』
を

募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦��

応
募
締
切
＝
７
月
31
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◦�

応
募
資
格
＝

・��

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
を
さ
れ
て

い
る
か
た

・��

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
同
一
人
か
ら
の
同
じ
名
称
の

応
募
は
１
点
限
り
と
し
ま
す
）

◦�

応
募
の
方
法
＝

・���

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
電
話
・
メ
ー

ル
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

・���

応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
、
名
称

を
１
点
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

・���「
住
所
」、「
氏
名
」、「
年
齢
」、「
性

別
」、「
電
話
番
号
」
と
歩
道
橋

の
名
称
（
漢
字
や
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
使
用
し
た
場
合
は

ふ
り
が
な
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）、
名
称
を
つ
け
た
「
簡
単

な
理
由
」
も
記
入
く
だ
さ
い
。

◦�

そ
の
他
＝

・��

親
し
み
や
す
く
、
公
共
の
歩
道

橋
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と

し
て
く
だ
さ
い
。

・��「
名
称
」
は
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

い
ず
れ
も
使
用
で
き
ま
す
。
ま

た
組
み
合
わ
せ
も
自
由
で
す
。

・��

名
称
決
定
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
し
ま
す
。

・��

応
募
時
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
個
人
情
報
は
、
目
的
以
外

に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

■
工
事
に
つ
い
て

夜
間
に
片
側
交
互
通
行
な
ど
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
日
中
は
車
道

の
通
行
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

工
事
期
間
＝
６
月
～
10
月
末

◦�

請
負
業
者
＝
鎌
田
建
設
㈱
〈
歩

道
橋
部
分
〉
☎
（
46
）
３
０
０

０
・
㈱
中
島
電
器
〈
電
気
・
信

号
機
移
設
〉
☎
０
９
９
（
２
４

４
）
７
０
０
０

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８

９
９
︲
４
３
９
４
国
分
中
央
三

丁
目
45
番
１
号
霧
島
市
役
所
建

設
部
都
市
整
備
課
都
市
整
備
グ

ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
０
８

み
ん
な
の
食
農
育

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

霧
島
山
麓
の
田
ん
ぼ
で
、
田
植

え
・
草
取
り
・
生
き
物
観
察
・
稲

刈
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

◦�

実
施
期
間
＝
６
月
～
10
月 

（
全

４
回
）
６
月
29
日
（
日
） 

午
前

10
時
～
田
植
え
。
そ
の
後
は
草

取
り
、生
き
物
観
察
、収
穫
な
ど
。

◦�

場
所
＝
霧
島
田
口
の
田
ん
ぼ

◦�

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者

国分
山形屋

霧島
市役所

霧島
市民会館

至 霧島

至 国道10号

新
歩
道
橋

設
置
場
所

国分
パーク
プラザ

国
分
駅

霧
島

警
察
署

N

と
と
も
に
参
加
。
先
着
20
人
。

◦��

参
加
費
＝
全
４
回
で
１
、
０
０

０
円
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

霧
島
食
育
研
究
会
【
担
当
＊
古

江
☎
０
９
０
（
１
１
９
５
）
６

９
７
１
・（
57
）
３
５
１
９
】

平
成
21
年

歌
会
始
詠え
い

進し
ん

歌か

募
集

◦�

お
題
＝
「
生
」

※
「
生
」
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
可

※�

お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
１
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◦�

応
募
方
法
＝
習
字
用
の
半
紙
を

横
長
に
用
い
、
縦
書
き
で
原
則
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日
（
火
）〈
当
日
消
印

有
効
〉
ま
で
に
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
、「
〒
１
０

０―

８
１
１
１
宮
内
庁
」
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
※
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
も
郵
送
の
こ
と
。

※�

詳
細
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/12/d12-08.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
り
し
ま
女
性
講
座

だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
、
潤

広報きりしま  12広報きりしま  12広報きりしま  1213  Kirishima City Public Relations, 2008.5, Japan



◀◀◀市からのお知らせ

広　
　
　

告

平
成
20
年
度
か
ら

健
診
が

変
わ
り
ま
す

information

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
て
い
た
「
基
本
健
康
診
査
」
は
、
実
施
主

体
の
変
更
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
」「
長
寿
健

康
診
査
」
に
変
わ
り
、
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
介
護
予
防
健

康
診
査
」
と
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
診
形
態
は
こ
れ
ま
で
の
集
団
健
診
か
ら
、
医
療
機
関
へ

の
委
託
に
よ
る
個
別
健
診
に
変
わ
り
ま
す
。

【
対
象
者
や
健
診
内
容
に
つ
い
て
】

●
40
～
74
歳
の
か
た
＝
「
特
定
健

診
」
の
対
象

※
妊
産
婦
や
６
か
月
以
上
入
院
さ

れ
て
い
る
か
た
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
か
た
な

ど
は
対
象
外

●
75
歳
以
上
の
か
た
（
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
被
保
険
者
の

か
た
）
＝
「
長
寿
健
診
」
の
対

象
※
生
活
習
慣
病
な
ど
で
治
療
を
受

け
て
い
る
か
た
、
６
か
月
以
上

入
院
さ
れ
て
い
る
か
た
、
介
護

保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

か
た
な
ど
は
対
象
外

●
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
か
た
＝
「
介
護
予
防

健
診
」
の
対
象
。

●
今
年
度
65
歳
に
な
る
か
た
＝
介

護
予
防
健
診
の
受
診
票
を
誕
生

月
に
郵
送
し
ま
す
。

●「
特
定
健
診
」「
長
寿
健
診
」

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早

期
発
見
と
予
防
の
た
め
に
行
い

ま
す
。「
特
定
健
診
」
で
は
、治

療
が
必
要
と
な
る
前
の
段
階
で

生
活
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
か
た
を
選
定
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。健
診
終
了
後
は
、健

診
結
果
に
基
づ
き「
情
報
提
供
」

や
「
特
定
保
健
指
導
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

●「
介
護
予
防
健
診
」

健
診
結
果
に
基
づ
き
、
生
活

機
能
向
上
を
目
的
と
し
た
通
所

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
訪
問
型
で
支

援
す
る
た
め
、「
霧
島
市
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
訪
問
し
、
参

加
の
有
無
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
受
診
さ
れ
た
か
た
に

は
、
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

防
ぐ
教
室
な
ど
を
案
内
し
ま
す
。

【
健
診
の
案
内
に
つ
い
て
】

●
対
象
の
か
た
に
郵
送
し
ま
す
。

案
内
に
記
載
さ
れ
て
い
る
委

託
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

〈
要
予
約
・
健
診
代
無
料
〉

◦
実
施
期
間
＝
６
～
８
月
の
予
定

※�

健
診
当
日
は
問
診
票
、
保
険
証

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
霧
島
市
国
民
健
康
保
険
が
実
施

す
る
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診

す
る
か
た
は
「
特
定
健
診
」
と

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

◦
社
会
保
険
な
ど
の
か
た
は
、
加

入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
受
診
券
」
を
確
認
し

て
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

か
た（
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
）

で
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
治
療

を
受
け
て
い
な
い
か
た
へ
は
受

診
票
を
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。

健
診
は
自
分
の
健
康
を
保
つ
た

め
だ
け
で
な
く
、
健
康
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

◦
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
グ

ル
ー
プ
、
後
期
高
齢
者
医
療
グ

ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
８
８
６

◦
高
齢
・
障
害
福
祉
課
介
護
保
険

グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
９
５

名　　称 実　施　主　体
40 ～ 64歳 特定健診 医療保険者（※）

65 ～ 74歳
特定健診 医療保険者
介護予防健診 市町村

75歳以上
長寿健診 後期高齢者医療広域連合
介護予防健診 市町村

◎平成20年度からの健診体制

（※）国民健康保険、政府管掌健康保険、健康保険組合、共済組合などのこと。

h t t p : / / ｗ ｗ ｗ . k - t a k k e n . j p
県知事免許（3）第4319号　九州不動産公正取引協議会加盟店　（社）全国宅地建物取引業保証協会会員　県知事免許（般−19）第14542号　■広告有効期限：平成20年７月31日

国分・隼人・溝辺の不動産情報満載
親切・丁寧をモットーに
一番信頼される不動産会社を目指しています。
〒899−4341霧島市国分野口東７−３

TEL 0995（64）0001

国分宅建センター有限会社 アパート
建築専門 榊建設（株）

2,500万円
売アパート 霧島市隼人町内

●土地：343㎡（103.75坪）
●建物：264.99㎡（80坪）
平成3年3月築。木造セメント瓦葺2階建。築17年。洋
9帖1K×10戸。2戸空き。ロフト4帖。駐車場10台。前
面道路6m。JR/隼人駅まで1.2Km（歩15分）【仲介】

6,500万円
売アパート 霧島市国分広瀬

●土地：722.51㎡（218.55坪）
●建物：474.88㎡（143.65坪）
平成12年11月築。2×4木造スレート葺２階建。１Ｋ
×16戸（洋10帖）。現在満室。駐車18台可。前面道路
４m。鹿交/景色ヶ浜バス停歩５分【仲介】　

い
の
あ
る
心
豊
か
な
生
活
を
求
め

て
女
性
講
座
を
開
設
し
ま
す
。　

◦�
期
間
＝
６
月
～
21
年
１
月
（
年

８
回
）
毎
月
土
曜
日
１
回
（
不

定
期
）

◦�

開
催
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

11
時　

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
会

議
室
（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
）

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
、
若
し
く

は
市
内
勤
務
の
成
人
女
性

◦�

定
員
＝
70
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
10
日
（
火
）

◦�

受
講
料
＝
１
、０
０
０
円
（
た
だ

し
研
修
旅
行
は
一
部
自
己
負
担
）

◦�

保
険
料
＝
１
人
５
０
０
円
（
希

望
者
の
み
）

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
む
（
当
日
消
印
有
効
）

◦�

申
込
先
＝
〒
８
９
９―

５
１
９

２
隼
人
町
内
山
田
一
丁
目
11
番

11
号　

生
涯
学
習
課
「
き
り
し

ま
女
性
講
座
係
」

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課

「
き
り
し
ま
女
性
講
座
係
」
☎

（
42
）
１
１
１
８

相
談

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
あ
な

た
自
身
の
力
で
問
題
解
決
へ
向
か

う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

事
業
所
に
勤
務
す
る
女
性

◦�

期
日
・
時
間
・
場
所
＝

・�

６
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人

地　区 行政相談委員氏名 住　　所 電　話

国　分 枦　山　光　子 国分中央一丁目 45−8539

国　分 松　元　政　和 国分中央一丁目 45−8318

溝　辺 前　田　洋　海 溝辺町竹子 59−2770

横　川 尾　村　静　香 横川町下ノ 72−9352

牧　園 山　口　健　一 牧園町宿窪田 76−0456

霧　島 塩入谷　政　秋 霧島大窪 57−1651

隼　人 杢　田　耕　一 隼人町内山田四丁目 42−6837

福　山 有　村　初　夫 福山町福山 56−2537

の
家
／
要
予
約

・��

６
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
／
隼
人
庁
舎
／

予
約
不
要
／
電
話
相
談
も
で
き

ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
（
64
）
０
９
１
４

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
国
の
役
所
な
ど

に
対
す
る
苦
情
、
要
望
お
よ
び
相

談
ご
と
を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
図
る
皆
さ
ん
の
身
近

な
相
談
窓
口
で
す
。
次
の
か
た
が

回 月 日 曜日 学 習 課 題 講 師 な ど

1 6 21

土

買い物の心理を探る 神薗 紀幸
（志學館大学 人間関係学部 准教授）

2 7 26 南九州太古のロマン
上野原縄文遺跡を語る

新東 晃一
（前 県埋蔵文化財センター次長）

3 8 23 おしゃれのインテリア
見せる収納・楽しむ収納

鳥丸 尚子
（インテリアコーディネーター）

4 9 27
野菜ソムリエって！
季節の野菜・そこにある野
菜できれい（身体）づくり

米永 千代美
（野菜ソムリエ）

5 10 18 一日研修旅行
篤姫ゆかりの地を訪ねて

現地ガイド案内
（指宿市観光ボランティア）

6 11 15 NHK 大河ドラマ
「篤姫」の人生

寺尾 美保
（尚古集成館学芸員）

7 12 6 生きた言葉で
会話美人に！

中村 朋美（元 KTS アナウン
サー・Office 中村朋美）

8 1 17 霧島の自然について 尾前 喜八郎
（県美術協会会長・陶芸家）

きりしま女性講座
テーマ：「だれもが生涯を通じて　潤いのある心豊かな生活を求めて」

〒899-5192

霧
島
市
隼
人
町
内
山
田

　
　
　
　
　
　

一
丁
目
11
ー
11

霧
島
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

き
り
し
ま
女
性
講
座
係

この面には何も
書かないでください

往
信
面

〒899-□□□□

ご
自
分
の
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

〈記入項目〉
①きりしま
　女性講座
②氏　　名
③年　　齢
④住　　所
⑤電話番号

〈記入方法〉

行

た
が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
電

話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

次
の
日
程
で
定
例
行
政
相
談
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◦��

日
時
＝
６
月
10
日
（
火
）
午
前

９
時
～
12
時

◦�

場
所
＝
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

◦�

連
絡
先
＝
牧
園
総
合
支
所
地
域

振
興
課
（
76
）
１
１
１
１

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

５
５

人
権
相
談

◦�

相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

◦�

相
談
日
・
場
所
＝

・��

７
月
４
日
（
金
）
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

・�

７
月
17
日
（
木
）
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
教
養
娯
楽
室

◦�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎
（
45
）
０

０
６
４
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広　
　
　

告

図書館だより▶▶▶

メディアセンター情報
問い合わせ先
メディアセンター ☎�0919
（シビックセンター１階）　

国
分
図
書
館

り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

●�「
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た

め
の
お
は
な
し
の
部
屋
」…
読

み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◦�

日
時
＝
６
月
２
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時

◦
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

●��「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お

は
な
し
の
部
屋
」…
読
み
聞
か

せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
語
り
な
ど

◦�

日
時
＝
６
月
７
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分

◦
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

ほ
る
と
の
森
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

●���「
お
は
な
し
会
」…
読
み
聞
か

せ
、紙
芝
居
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

◦�

日
時
＝
６
月
14
・
28
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

◦
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

国
分
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
整
理
期
間
の
た
め
次
の
期
間

休
館
い
た
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
６
月
16
日
（
月
）
〜
25

日
（
水
）

※�

休
館
期
間
中
に
図
書
の
返
却
を

さ
れ
る
か
た
は
、
図
書
館
入
口

と
歩
道
沿
い
に
返
却
ポ
ス
ト
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

Kirishima Municipal Media Center

◦
定
員
＝
各
20
人
（
市
民
対
象
）

◦
受
講
料
＝
各
１
、
０
０
０
円

◎�

申
込
方
法
・
申
込
締
切
＝
往
復

は
が
き
で
申
し
込
む
。

　
（
記
入
方
法
参
照
）

１
０
１
～
１
０
２

６
月
11
日
（
水
）
必
着

３
０
１
～
３
０
２

６
月
18
日
（
水
）
必
着

２
０
１
～
２
０
２

６
月
25
日
（
水
）
必
着

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎
（
64
）
０
９
１
８

隼
人
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋

◦
日
時
＝

・�

６
月
５
日
（
木
）
午
後
４
時
〜

４
時
30
分
（
幼
児
対
象
）

・�

６
月
６
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
（
赤
ち
ゃ
ん
対
象
）

・�

６
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
（
幼
児
・
小
学
生
対

象
）

◦�

内
容
＝
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、

お
は
な
し
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◦�

場
所
＝
こ
ど
も
の
へ
や
・
図
書

館
２
階

子
ど
も
映
画
教
室

◦�

日
時
＝
６
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

◦
上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム

・�

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
＝
一
寸

法
師
ほ
か

・�

世
界
名
作
劇
場
ア
ニ
メ
＝
み
つ

ば
ち
の
マ
ー
ヤ
の
冒
険

※�

上
映
作
品
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦�

場
所
＝
図
書
館
２
階

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎
（
43
）
７
５
７
４

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）

◎公民館・共同利用施設は配本のみ
◎問い合わせ先：隼人図書館／☎43―7574

◎しろやま号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎問い合わせ先：国分図書館　☎ 64－0918（直通）

駐　　　車　　　場　　　と　　　時　　　間
月 日曜 9：50〜10：10 10：15〜10：35 10：40〜11：00 11：05〜11：25 14：20〜14：40 14：45〜15：05 15：10〜15：30 15：35〜16：00

6

月

3 火 自衛隊福島官舎 広瀬特貸宿舎
10：20〜10：40

ニュー福島団地
10：50〜11：10

国分南ニュータウン
11：15〜11：35 ﾛｲﾔﾙｼﾃｨ新町

奈良田団地
14：50〜15：10

郡田ゆうゆうタウン
15：25〜15：45

宮ノ前ニュータウン
15：50〜16：10

4 水 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地
11：10〜11：30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地

（国分) 名波ハイタウン

5 木 鹿児島銀行国分ﾏﾝｼｮﾝ ｻﾝｺｰﾎﾟﾗｽ国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル郡田つつじヶ丘ﾆｭｰﾀｳﾝ 天神台団地15：15〜15：30 重久団地

6 金 清水橋（姫城
消防詰所近く)

夢ヶ丘ニュータウン
10：20〜10：40

サンヒルズ重久
10：45〜11：05 敷根消防詰所横 川内団地

14：50〜15：10
上井団地

15：15〜15：30
城山団地

15：45〜16：05

10 火 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10：50〜11：10 国分南小学校　（13：00〜13：50)

11 水 敷根新馬場 広瀬後町通 青葉小学校　　（13：10〜14：00)

12 木 川原小学校　　　（10：45〜11：00) 国分北小学校　（13：10〜14：00)

13 金 木原小・中学校　（10：10〜11：00) 国分西小学校　（13：10〜14：00)

20 金 平山小学校　　　（10：30〜11：00) 国分小学校　　（13：10〜14：00)

23 月 塚脇小学校　　　（10：20〜11：00) 上小川小学校　（13：10〜14：00)

24 火 持松小学校　　　（10：20〜11：00) 霧島小学校　　（13：10〜14：00)

25 水 大塚団地
9：50〜10：20

須戸川団地
10：50〜11：10 福山小学校　　（13：10〜14：00)

26 木 配本および図書搬送 永水小学校　　（13：10〜14：00)

27 金 配本（国分保育園･あけぼの理容･愛の園幼稚園･国分小学校･清水保育
園･あおば幼稚園･アメニティ国分･重久保育園･舞鶴園･新光保育園) 向花小学校　　（13：10〜14：00)

場所日時 宮内地区公民館 小 浜 小 学 校 新 川 団 地
6月10日（火) 10：45〜10：55 13：05〜13：50 14：20〜14：507月 1日（火)

場所日時 冨隈地区公民館 万 膳 小 学 校 湯の里団地 三 田 坪
6月11日（水) 10：40〜10：50 13：10〜13：40 14：25〜14：45 14：55〜15：307月 2日（水)

場所日時 松永地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 吉 田 温 泉
6月18日（水) 10：30〜10：40 13：20〜13：50 14：00〜14：10 14：35〜14：55 15：05〜15：357月 4日（金)

場所日時 姫城地区公民館 安 良 小 学 校 姫城地区公民館
6月19日（木) 10：50〜11：00 13：15〜14：00 15：00〜15：207月 8日（火)

場所日時 日当山地区公民館 竹 子 小 学 校 空港南タウン 天降川団地
6月20日（金) 11：00〜11：10 13：15〜14：00 14：30〜15：00 15：30〜16：007月 9日（水)

場所日時 天降川地区共同利用施設 佐 々 木 小 学 校 橋之口 宇 都 団 地
6月24日（火) 10：50〜11：00 13：15〜14：00 14：50〜15：10 15：20〜15：507月10日（木)

場所日時 小浜地区公民館 中 津 川 小 学 校 安楽消防分団駐車場
6月25日（水) 10：50〜11：00 13：05〜13：50 14：05〜14：357月16日（水)

場所日時 小野地区公民館 三 体 小 学 校 東郷団地
6月26日（木) 10：50〜11：00 13：15〜14：00 15：40〜16：207月17日（木)

〒899-4394

国
分
中
央
三
丁
目
四
五–

一

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

この面は
何も記入しない

往
信
面

〒000-0000

ご
自
宅
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

○○○○○○○
講座受講希望

住所 〒899-○○○○
霧島市○○○○○○○
氏名
年齢
性別
電話番号

希望コース ○○○

〈記入方法〉

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
募
集

移
動
パ
ソ
コ
ン

基
礎
講
座

ワ
ー
ド
講
座

パ
ソ
コ
ン

基
礎
講
座

講　

座　

名

２
０
２

　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

２
０
１

　

入
門
コ
ー
ス

３
０
２

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

３
０
１

　

入
門
コ
ー
ス

１
０
２

　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

１
０
１

　

入
門
コ
ー
ス

コ　

ー　

ス

７
月
３
日
（
木
）
〜

７
月
４
日
（
金
）

７
月
１
日
（
火
）
〜

７
月
２
日
（
水
）

６
月
26
日
（
木
）
〜

６
月
27
日
（
金
）

６
月
24
日
（
火
）
〜

６
月
25
日
（
水
）

６
月
19
日
（
木
）
〜

６
月
20
日
（
金
）

６
月
17
日
（
火
）
〜

６
月
18
日
（
水
）

期　
　

日

霧
島
公
民
館

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

会　
　

場

※
各
コ
ー
ス 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
４
日
間
連
続
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

移動映画会
◦作品＝「アイス・エイジ２ 」日本語版（116分）
◦内容＝�氷河期の動物たちが生きるために繰り広げる、おかし

くも心温まるストーリー。
◦日時＝6月14日（土）　午後2時〜（開場：午後１時30分）
◦場所＝霧島公民館（霧島田口）（無料・予約不要）

なつかしの映画を観る会
６月は、「青春の輝き映画特集」です。
◦日時＝毎週木曜日　午後１時30分〜（開場：午後１時）
◦場所＝メディアセンター鑑賞室（無料・予約不要）
●上映作品

5日＝｢理由なき反抗｣ （1955年 アメリカ 111分）
　　　 青春スター、ジェームス・ディーンの金字塔的作品。

12日＝｢セント・エルモス・ファイアー ｣（1985年 アメリカ 108分）
　　　 �名門大学を卒業し社会に出たが、社会の現実に戸惑う同

窓生７人を描いた作品。

26日＝｢けんかえれじい｣ （1966年 日本 86分）
　　　 �喧

けん

嘩
か

好きがたたり中学を転校した麒
き

六
ろく

の、豪快で破
は

天
てん

荒
こう

な青春像を描いた鈴木清順監督の作品。

土曜子ども映画会
◦作品＝｢ジャングル大帝２　〜約束〜｣ （24分）
◦内容＝�エライザを残して船を出たレオは、海の上を漂流して

いた…。
◦日時＝6月28日（土）　午前10時〜
◦場所＝メディアセンター鑑賞室（無料・予約不要）

◎臨時休館のお知らせ
　機器リニューアルのため６月16日（月）から23日（月）まで
休館いたします。ご迷惑をおかけしますがご了承ください。

夏のブライダルフェア
2008年7月6日(日)開催

▪10：00〜18：00
▪無料・要予約・当日可

霧島市溝辺町麓616−1　TEL 0995−58−2331 http://www.k-kukohotel.co.jp/

国観連加盟
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information

お
知
ら
せ

霧
島
市
名
誉
市
民

元 

国
分
市
長

谷
口　

義
一 

氏　

死
去

（
写
真
９
行
）

４
月
30
日
、谷
口
義
一
氏
（
国
分
中
央
）
が

死
去
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
６
年
生
ま
れ
。
77

歳
。
昭
和
33
年
か
ら
国
分
市
議
会
議
員
を
５

期
20
年
、
昭
和
53
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
国

分
市
長
を
６
期
24
年
務
め
、
全
国
市
長
会
理

事
、
県
市
長
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。

「
自
然
と
産
業
と
人
が
調
和
し
た
躍
進
す
る

田
園
文
化
都
市
」
を
目
指
す
都
市
像
に
掲
げ
、

県
央
中
核
都
市
と
し
て
の
都
市
基
盤
整
備
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
、
教
育

文
化
施
設
の
充
実
、庁
舎
、公
民
館
な
ど
各
種

施
設
が
一
体
と
な
っ
た
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
建
設
な
ど
数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
、
名

誉
市
民
の
称
号
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市長交際費（４月分） 市長の交際費をお知らせします。

（単位：円）

う
ぶ
声

届
出
日
（
３
／
16
～
４
／
15
）

◎
国　

分

（
出
生
児
）　　
　
　
（
届
出
者
）  （
自
治
会
）

細
山
田　

悠ゆ
づ
き生　

将
之　
　

福
島
団
地

鮫
島　

愛あ
い

菜な　
　

浩　
　
　

福
島
２

祐
福　

海か
い

智ち　
　

智
浩　
　

一
心

古
賀　

桃も
も

羽は　
　

陽
一　
　

向
川
原

亀
井　

彩あ

き生　
　

隆
典　
　

広
瀬
16

渡
邉　

尊た
か

翔と　
　

圭
章　
　

広
瀬
16

長
ヶ
原　

凜り
ん　

　

琢
磨　
　

川
跡
西

湯
浅　

梨り

乃の　
　

亨
介　
　

名
波
６

鎌
田　

納な

桜お　
　

将
人　
　

福
島
３

塩
水　

優ゆ
う

佳か　
　

章
吾　
　

府
中
前
東

永
瀬　

春は
る

菜な　
　

真
一　
　

新
馬
場

川
崎　

瑛え
い

太た　
　

辰
也　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
５

德
重　

秀
し
ゅ
う

一い
ち　

　

克
彦　
　

旭
通
り

青
山　

桃も
も　
　
　

静
男　
　

西
下
東

朝
長　

真ま

季き　
　

寛
徳　
　

向
花
平
田

関　
　

民た
み

綺き　
　

元
輝　
　

広
瀬
16

井
本　

千ち

博ひ
ろ　

　

千
鶴　
　

新
町
第
８

小
島　

啓け
い

悟ご　
　

一
憲　
　

東
今
村

森
田　

千せ
ん

太た

郎ろ
う　

義
則　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
２

林　
　

璃り

空く　
　

直
樹　
　

松
木
西

田
園　

大や
ま
と翔　
　

三
智
也　

広
瀬
10

園
内　

陽ひ

菜な　
　

隆
三　
　

松
木
元

中
澤　

良
り
ょ
う

太た　
　

一
郎　
　

東
中

吉
村　

凌り
ょ
う　

　
　

真　
　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
４

本
田　

杏
き
ょ
う

華か　
　

栄
介　
　

豊
北

古
米　

こ
こ
み　

加
奈
子　

広
瀬
６

古
山　

敦あ
つ

士し　
　

直
樹　
　

清
水
東

泉　
　

利り

奈な　
　

真
一
朗　

中
立

森　
　

由ゆ
た
か幸　

　

幸
清　
　

新
清
水
団
地

中
村　

伊い

吹ぶ
き　

　

裕
二　
　

福
島
４

鮎
川　

優ゆ
う

征せ
い　

　

寿
久　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
４

二
俣　

僚り
ょ
う　

　
　

大
三　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
３

山
内　

陸り
く　

　
　

俊
一　
　

福
島
４

湯
上　

遥は
る

斗と　
　

省
二　
　

弟
子
丸

内
村　

美み

夢ゆ　
　

紀
広　
　

広
瀬
15

鉢
迫　

楓ふ
う

華か　
　

美
樹　
　

福
島
４

保
坂　

芽め

奈な　
　

宏
和　
　

新
田

大
保　

陽は
る
き暉　

　

秀
仁　
　

福
島
４

金
子　

結ゆ
い

菜な　
　

健
吾　
　

向
花
平
田

岩
下　

龍
り
ゅ
う

空く　
　

裕
太　
　

重
久
団
地

上
ノ
瀬　

璃り

音お
ん　

寿　
　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
３

山
下　

璃り

真み　
　

剛
志　
　

岩
戸

橋
村　

初は
つ

音ね　
　

直
樹　
　

福
島
１

福
元　

亜あ

蘭ら
ん　

　

健
二　
　

広
瀬
８

坂
井　

明あ

日す

佳か　

剛
史　
　

福
島
４

◎
溝
辺
町

松
山　

陸り
く

大と　
　

幸
生　
　

宮
久

松
山　

海か
い

大と　
　

幸
生　
　

宮
久

酒
瀬
川　

篤あ
つ

志し　

幸
人　
　

陵
南
中
央

橋
上　

咲さ
く

空ら　
　

栄
一　
　
玉
利
団
地
１
号
棟

松
下　

拓た
く

斗と　
　

真
二　
　

前
原

祝
儀
園　

桃も
も

華か　

豊　
　
　
空
港
南
タ
ウ
ン
町
営
１

道
免　

泰た
い

生せ
い　

　

稔　
　
　

金
割
団
地

坂
留　

夢ゆ

希の

空あ　

敬
太　
　

石
峯
西

渡
辺　

詩し

織お
り　

　

和
秀　
　

十
三
塚
自
治
公

吉
村　

実み

桜お　
　

祐
樹　
　

陵
北

◎
横
川
町

吉
元　

愛あ
い
る月　

　

一
秀　
　

上
植
村

川
原　

琉
り
ゅ
う

聖せ
い　

　

健
作　
　

第
二
今
村
住
宅

中
村　

友と
も

紀き　
　

祐
一　
　

上
新
ハ
イ
ツ

直
田　

穂ほ

乃の

実み　

達
行　
　

小
山
ノ
口
住
宅

◎
牧
園
町

今
吉　

蒼そ

空ら　
　

辰
徳　
　

牧
園
６
区

◎
霧　

島

谷
山　

心こ
こ
な絆　
　

隆
昭　
　

大
窪

◎
隼
人
町

大
田　

一い
っ

晴せ
い　

　

順
一
郎　

新
七

久
木
﨑　

直な
お

仁と　

大
輔　
　

新
川
９

長
友　

久ひ
さ

弥や　
　

健
太
郎　

新
川
１

山
口　

華は
な　

　
　

剛
志　
　

木
之
房
１

山
下　

詩し
の
ん音　

　

貴
司　
　

東
前

河
野　

煌こ
う

介す
け　

　

真
吾　
　

真
孝
16

若
松　

太た
い

陽よ
う　

　

い
ず
み　

東
前

野
田　

奏か
な
で　

　
　

翼　
　
　

真
孝
17

菅
野　

紗さ

弥や　
　

慎　
　
　

ラ
イ
ベ
ク
ス
ト

末
吉　

令り

空む　
　

啓
祐　
　

中
道
１
の
西

松
田　

晴は
る

翔と　
　

聡　
　
　

見
次
１

小
濵　

心こ

春は
る　

　

憲
一　
　

馬
場

德
田　

拓た
く

海み　
　

順
一　
　

川
尻
東

原
口　

拓た
く

也や　
　

一
美　
　
県
営
天
降
川
団
地

月
野　

陽は
る
と斗　
　

勇
作　
　

真
孝
１

和
田　

駿
し
ゅ
ん

佑す
け　
　

純
孝　
　

山
野
北

山
村　

心は
あ
と音　
　

博
文　
　

津
曲

塩
水　

美み

咲さ
き　

　

芳
一　
　

見
次
４

井
手　

心み

ゆ結　
　

大
剛　
　

新
川
７

◎
福
山
町

立
和
田　

朋と
も

菜な　

勝
行　
　

西
牧
之
原

德
重　

遥は
る

斗と　
　

正
智　
　

小
廻

お
く
や
み

届
出
日
（
３
／
16
～
４
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　
　
（
年
齢
）  （
自
治
会
）

星
原　

嘉
三　
　
　

91　
　

山
下
１

石
塚　

エ
ミ　
　
　

89　
　

塚
脇

米
丸　

ス
ミ
エ　
　

85　
　

台
明
寺

德
永　

惠
美
子　
　

54　
　

下
井

本
川　

荿
則　
　
　

76　
　

宮
下
団
地

石
塚　

正
二　
　
　

67　
　

塚
脇

田
中　

ト
ミ　
　
　

90　
　

広
瀬
24

鶴
重　

重
行　
　
　

79　
　

松
木
元

泊　
　

廣
孝　
　
　

76　
　

広
瀬
15

 

松　

三
成　
　
　

84　
　

安
田
口

野
添　

ミ
ス
エ　
　

78　
　

辻
松
山

國
生　

明
人　
　
　

53　
　

四
方
田
団
地

丸
山　

冴
子　
　
　

69　
　

川
原

濵
田　

ミ
キ　
　
　

85　
　

牧
内

坊
野　

ア
サ　
　
　

84　
　

門
倉

末
葊　

フ
ミ
ヱ　
　

85　
　

前
馬
場
第
３

中
嶋　

ア
キ
ノ　
　

98　
　

名
波
６

脇　
　

昇　
　
　
　

89　
　

立
川

楠
元　

幹
男　
　
　

79　
　

小
畑
東

平
尾　

良
民　
　
　

79　
　

馴
松

稲
留　

勝
巳　
　
　

80　
　

岩
戸

若
松　

安
志　
　
　

84　
　

清
水
東

西
中
園　

フ
ミ
ヱ　

96　
　

福
島
２

永
𠮷　

ノ
ブ　
　
　

90　
　

台
明
寺

本
川　

イ
マ　
　
　

85　
　

後
馬
場
西

新
村　

サ
チ
子　
　

84　
　

内
門

藏
元　

美
智
子　
　

68　
　

下
村
東

脇　
　

ス
ミ
ヱ　
　

85　
　

立
川

◎
溝
辺
町

追
鳥　

晃　
　
　
　

78　
　

萩
迫

今
村　

明　
　
　
　

86　
　

今
向

黒
木　

ツ
ル
子　
　

85　
　

計
牛

楠
木　

キ
ク
ヱ　
　

91　
　

脇

入
部　

諭　
　
　
　

80　
　

十
文
字

◎
横
川
町

伊
集
院　

節
子　
　

66　
　

上
尾
田

馬
場
園　

安
馬　
　

79　
　

紫
尾
田

坂
下　

ヨ
シ
ノ　
　

87　
　

柿
木

小
城　

フ
ミ　
　
　

93　
　

黒
葛
原

小
原　

靜
雄　
　
　

78　
　

小
原

白
石　

勲　
　
　
　

81　
　

上
新
町

中
園　

悦
子　
　
　

89　
　

宮
下

田
口　

正
利　
　
　

74　
　

正
牟
田

次
村　

憲
一　
　
　

82　
　

柿
木

木
浦　

満
州
男　
　

69　
　

木
浦

◎
牧
園
町

馬
場　

佐
一　
　
　

97　
　

中
津
川
４
区

野
村　

キ
ヨ　
　
　

85　
　

高
千
穂
５
区

松
田　

明
子　
　
　

57　
　

高
千
穂
４
区

永
田　

ヒ
サ
エ　
　

75　
　

牧
園
４
区

吉
森　

敏
子　
　
　

72　
　

中
津
川
７
区

山
口　

曻　
　
　
　

92　
　

牧
園
３
区

葊
山　

義
雄　
　
　

71　
　

高
千
穂
７
区

◎
霧　

島

吉
田　

明
子　
　
　

84　
　

市
野
々

本
田　

ク
ニ
エ　
　

83　
　

梅
ノ
木

狩
川　

シ
ヅ
子　
　

84　
　

湯
之
宮

桐
原　

ヱ
ミ　
　
　

83　
　

野
上

湯
ノ
迫　

清
香　
　

90　
　

遠
見
松

福
元　

道
代　
　
　

44　
　

梅
ノ
木

岩
元　

タ
メ　
　
　

88　
　

遠
見
松

 

木
田　

政
光　
　

92　
　

田
口

和
田　

シ
マ
ノ　
　

93　
　

遠
見
松

◎
隼
人
町

福
重　

ミ
カ　
　
　

91　
　

東
後

永
田　

ミ
チ　
　
　

74　
　

上
小
鹿
野

小
森　

キ
ン
ミ　
　

85　
　

原

藏
元　

美
智
子　
　

60　
　

山
野
北

渕
脇　

ス
ミ　
　
　

94　
　

新
溝

有
川　

初　
　
　
　

82　
　

新
溝

小
田　

光
雄　
　
　

83　
　

駅
前
１

松
下　

ム
ツ
子　
　

76　
　

加
納
内
上

堀
ノ
内　

ア
キ
ヱ　

84　
　

宇
都

濱
崎　

綾
子　
　
　

90　
　

本
町
１

古
川　

チ
ヤ　
　
　

90　
　

川
尻
東

林　
　

宏　
　
　
　

64　
　

住
吉
15

永
治　

フ
ミ
エ　
　

91　
　

里
下

假
屋　

フ
ミ　
　
　

99　
　

東
馬
場

山
口　

政
義　
　
　

91　
　

松
元

山
口　

重
盛　
　
　

80　
　

真
孝
西
１

德
重　

ツ
ヤ
子　
　

79　
　

新
川
６

西
園　

靜
葊　
　
　

78　
　

花
山

泊　
　

幸
德　
　
　

84　
　

山
野
東

東　
　

節
子　
　
　

83　
　

埒
下

赤
塚　

拓
男　
　
　

59　
　

大
津
団
地

稲
元　

ミ
チ　
　
　

97　
　

花
山

塩
屋　

喜
子　
　
　

87　
　

里
下

眞
所　

マ
ス　
　
　

83　
　

下
平

◎
福
山
町

武
石　

正
信　
　
　

68　
　

西
牧
之
原

中
村　

ミ
キ　
　
　

84　
　

西
牧
之
原

黒
丸　

昌
俊　
　
　

76　
　

上
大
廻

田
中　

善
和　
　
　

84　
　

小
廻

森
園　

孝
志　
　
　

93　
　

小
廻

谷
山　

正
文　
　
　

75　
　

下
牧
之
原

日　付 内　　容 金　額

４月 3日 故湯之迫清香氏（元霧島町議・3 期）告別式時生花 10,500 

４月18日 霧島連山夏山開き時焼酎 3,400 

４月22日
治水神社 ( 姉妹都市・岐阜県海津市　薩摩義士の偉業を

たたえるために建設された神社 ) 春の大祭時焼酎
4,730

４月25日 治水神社 春の大祭時供物料 20,000 

４月分合計 38,630

広報きりしま  1819  Kirishima City Public Relations, 2008.5, Japan


